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　近年、会計の分野において、先端デジタル技術

（クラウド、ビッグ・データ、ブロック・チェー

ン、人工知能（AI））が重要な役割を担い、それ
らの導入（デジタル・トランスフォーメイショ

ン：DX）によって、実務が大きな影響を受けてい
る。しかし、そのような先端デジタル技術による

会計および会計実務がどのような影響を受けてい

るか、未だ十分な研究が実施されてきていないと、

先行研究（Cambridge 2018; Kotb et al. 2019; Moll 
and Yigitbasioglu 2019; Wells 2018）において指摘
されている。このような中でも特にクラウド会計

は、各国の多くの企業において採用されるように

なってきており、会計実務におけるクラウド会計

に関連する問題の把握が急務となっている。中で

も、クラウド会計の採用により最もメリットを享

受できるのは中小企業といわれている（Strauss et 
al. 2015）。しかし先行研究では、中小企業経営者
のクラウド会計に対する意識について調査した研

究は、これまでわずかしか存在していない（Asatiani 
et al 2019; Strauss et al. 2015; Yau-Yeung et al 2020）。
特に日本の中小企業や経営者を対象とした研究に

ついては、菅原・加納（2022）が実証研究を行なっ
ているが、サンプル数が限定されており、結果の

一般化が難しく、異なる研究方法を用いた多様な

研究の実施が求められると考えられた。

　そこで私たちは、当該企画論文において、地方

都市で活躍するベンチャー企業や地方公共団体を

対象として、クラウド会計の採用状況をケース・

スタディすることを試みた。また、クラウド会計

採用企業だけではなく、クラウドを導入していな

い企業の実態把握が必要であると考え、クラウド

会計未導入企業がどのような導入プロセスを辿る

のか、あるいは導入しない要因は何であるかにつ

いても調査を行った。さらに私たちは、中小企業

が実際に所在する各地域の地方公共団体における
DXの状況も、彼ら自身の DX化に影響を与える
と考え、地方公共団体の DX推進状況についても
調査を行った。

　研究方法としては、探索的研究手法を採用した。

各論文において、特定の仮説を事前に設定してい

るわけではなく、関係者に対するインデプス・イ

ンタビューにより質的データを収集・分析するこ

とで当該クラウド会計採用という現象に潜む理論

を帰納的に導出することを試みる。残念ながら、

本企画論文では扱うことのできる対象の数に限り

があるため、一般化できる完成された理論を導く

ことができなかったかも知れないが、少なくとも

たたき台となりうる理論モデルを提供できたと考

えている。以下では、各論文の要約を示す。

　第 1に、笠岡論文「大学発ベンチャー企業にお
けるクラウド会計の導入－徳島県鳴門市において

昆虫食を通した食糧問題解決を目指す株式会社グ

リラスを事例として－」においては、徳島大学

発のベンチャー企業である株式会社グリラスを対

象として、小規模非上場企業におけるクラウド会

計の導入経緯と現状を調査している。大学発ベン

チャー企業では、ベンチャーキャピタルの紹介に

より入社した財務経験者が経理を担当し、将来を

見据えた会計システムの見直しおよびクラウド会

計の導入を行っていた。会社のスタートアップ時

点からクラウド会計を導入したことで、会社に適

した会計システムを効果的にカスタマイズできる

という利点をうまく活用し、業務の効率化を図れ

たことが明らかとなった。当初より株式上場を見
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据えた企業であるため、規模の拡大や会社組織の

複雑化がこれから進んでいく中で、どのようにク

ラウド会計を会社経営プロセスに融合させていく

か大きな関心を寄せることができる。

　第 2に、内藤論文「地域に根ざした企業におけ
るクラウド会計活用事例―青森県三八上北地方と

世界を繋ぐ中小企業―」においては、情報通信

技 術（Information and Communication Technology:  
ICT）の活動が少ない、インフラが貧弱な地域や
インターネット利用者がパソコンを利用のための

機器としていない割合が高い地域に所在する中小

企業・小規模事業者 2社を対象とし、経営者が遠
隔地でクラウド会計を活用する利便性や課題を検

討している。結果としては、地理的に有利とはい

えない地域においても、先駆的な経営者はクラウ

ド会計を導入し効果的な経営を行なっていること

を明らかとした。特に、一般的に考えられている

小規模事業者の資金的・人材不足という制約につ

いては、適時に個人のネットワークや顧問税理士

と情報共有・収集を行うことで、問題なくクラウ

ド会計を導入できることを証明している。また、

顧問税理士との関係についても、地理的な距離よ

りもコミュニケーションの取りやすさが重要であ

ると分析している。

　第 3に、菅原論文「農業経営法人におけるクラ
ウド会計活用事例―岩手県遠野で農業を介したま

ちおこしに奮闘する BEER EXPERIENCE株式会
社―」においては、農業経営を株式会社形態で営

んでいる小規模法人におけるクラウド会計の採用

事例を分析し、クラウド会計を導入した経緯や目

的、導入の利点・欠点などを検討している。分析

の結果は、地方にある零細企業であってもクラウ

ド会計を経営者が主体的に導入を決め運用を始め

られることが明らかとなった。この時、会社側の

顧問税理士に会社が求める役割が変化し、記帳代

行というよりも、より経営的判断や意思決定に関

わるサービスを求めるようになると考えられた。

企業と関わる会計専門家側についても、企業の問

題点を共有し、業務内容や力点を変えていかなけ

ればいけないことが明らかとなった。

　第 4に、加納論文「中小企業におけるクラウド
会計の導入要因とリスクに関する探索的研究：4

事例のケース・スタディにもとづいて」において

は、クラウド会計を導入していない 4社のケース・
スタディを行うことで、クラウド会計導入を巡る

導入決定に与える影響要因を特定しようと試みて

いる。分析の結果、以下のような 3つの影響要因
を特定した。第一の要因としては、経営上の課題

がすでに存在し、その課題解決策としてクラウド

会計導入を選択するケースが示されていた。第二

の要因としては、導入タイミングとして経営者・

経理担当者および顧問会計士の交代などが影響を

与える可能性が指摘されていた。最後の第三の要

因としては、クラウド会計導入を阻止する大き

な要因として従業員らの抵抗や彼らへの配慮、さ

らには取引先企業等の外部関係者との連携を図る

中での抵抗や配慮がクラウド会計導入を進めるに

あたっての大きな障壁になる可能性を指摘してい

る。

　第 5に、児島論文「地方公共団体の DX推進と
クラウド公会計」においては、地方公共団体にお

けるデジタル・トランスフォーメイション（DX）
推進事例として地方公会計に対するクラウド会計

導入についての考察がなされている。ケース・ス

タディとして兵庫県豊岡市役所の DX推進事例を
対象として分析が行われた。結果としては、クラ

ウド会計を地方公共団体に導入することの重要性

は認識しているものの、予算制約によって、直接

的に住民サービスを向上させる効果が期待される

ような喫緊の課題に資源を投入せざるを得ないと

いうジレンマに直面していることが明らかとなっ

た。

　以上のように、多岐にわたる形態や業種の中小

企業および組織を対象としてクラウド会計導入の

背景、導入が与える影響要因、展望を分析した。

限られたサンプルの中での分析であるため、当該

企画論文でクラウド会計導入問題の一般化が達成

されたとは考えられない。しかしながら、当該問

題の今後の議論をデザインするための出発点を提

供できたのではないかと考えている。今後は、よ

り多様なデータを活用し、かつ多彩な研究方法論

を適用して、検討を深めていかなければならない。
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